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福生市教育委員会会議録              

平成 22 年第８回定例会 

１ 開催年月日  平成 22 年８月 20 日（金） 

２ 開 始 時 刻       午前 10 時 00 分 

３ 終 了 時 刻       午前 10 時 44 分 

４ 場   所  第２棟４階 第１委員会 

５ 出 席 委 員       委 員 長           長 谷 川      貞  夫 

         委員長職務代理者           平  野  裕  子          

         委       員  加  藤  美  子 

委       員  渡  辺  浩  行 

         教   育   長           宮  城  眞  一 

６ 欠 席 委 員       なし 

７ 出席者氏名  教 育 次 長           宮  田     満 

参       事  佐  伯  英  徳 

         庶 務 課 長           田  村  博  敏 

学 校 給 食 課 長    山  﨑     勇 

   生涯学習推進課長  高  木     裕 

スポーツ振興課長  鳥  越  裕  之 

         公 民 館 長  高  橋  清  樹 

         主       幹  栗  林  昭  彦 

８ 傍 聴 人  なし 

（裏面に続く） 
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９ 議 事 日 程      

日程第 １ 会議録署名委員の指名 

日程第 ２ 教育長報告 

日程第 ３ 議案第 47 号 平成 22 年度福生市一般会計補正予算（第１号）の原案中

教育に関する部分に対する意見聴取について 

日程第 ４ 議案第48号 平成 21年度福生市教育委員会の権限に属する事務の管

理及び執行の状況の点検及び評価報告書（案）につい

て 

日程第 ５ その他報告事項 
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午前10時 00分 開会 

委 員 長  それでは、ただ今から平成 22 年第８回福生市教育委員会定例会を開会

いたします。 

これより本日の会議を開きます。 

これより日程に入ります。 

日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

福生市教育委員会会議規則第19条の規定に基づき、加藤美子委員、渡辺浩

行委員の両名を署名委員として指名いたします。 

それでは、日程第２、教育長報告、教育長から報告願います。 

教 育 長  教育委員会定例会に御出席をいただいております。誠にありがとうござ

います。暑い日が続いておりましたが、今日は幾分穏やかなようでござい

ます。先月から今月にかけまして様々な事業等がございまして、お出かけ

をいただくこと多々でございました。大変お世話になりました。ありがと

うございました。 

その中でまず平成22年８月13日にお願い申し上げました教育委員会臨

時会でございますが、新学習指導要領の本格実施となります小学校の、来

年度から使用いたします教科書につきまして、採択図書の決定をいただい

たところでございました。今回の採択見本によりますと、従前の教科書に

比べましてその内容、ページ数におきまして 20％ないし 30％程度の規模

で増加をしていることでありまして、委員の皆様方の下調べにおきまして

も大変な労力と時間を費やされたことと存じます。また、選定協議会の答

申、あるいは調査委員会、それらに対する調査結果につきましても御点検

いただくなど、短期間に膨大な資料をもとに御検討をいただいてまいりま

した。さらには展示場に寄せられておりました市民アンケートにつきまし

ても、お目通しをいただいているところでございます。 

このような各委員の御尽力によりまして、おかげさまで市教育委員会と

しての自主性や主体性が示された採択であったかと存ずるものでござい

ます。約３ヵ月にわたります選定のための御尽力、誠にありがとうござい

ました。事故なく選定をすることができましたことについて、改めて御礼

を申し上げるものでございます。 

なお教育委員会臨時会後に、採択の決定教科書について、あるいは会議

録などに関しまして情報公開の請求がされております。またこの他に、採

択に関わります質問書も提出をされておりました。これらにつきましては

今後、それぞれ適切に対応いたしてまいりたいと存じます。 
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次に、市長との意見交換会を、今年も持たせていただいたところでござ

います。その折にも御出席をいただきました。大変ありがとうございまし

た。委員各位からは活発な御発言をいただいたところでございました。ま

た市長からも教育行政についての幾つかの注文、考えなども示されたとこ

ろでございました。今後教育委員会の協議の中で御検討などをいただけれ

ばと存じます。さらに市長からは、市長室はいつでも開いております、ど

うぞお気軽にお出かけくださいといった話もあったところでございまし

た。 

では、幾つか御報告を申し上げておきますが、まず取り急ぎの事案とい

たしまして、委員の皆様にもお知らせをしておいた方がよろしいかと存じ

ますので申し上げます。学校施設や市施設のガラスの破損事故についてで

ございます。メモにも書きましたが、そのような状況がみられるところで

ございます。特に第一中学校の体育館につきましては、これより前からこ

のようなことがあったところでございました。ここでまた短期間の間に集

中的にそのような状況がみられております。いずれにいたしましても、私

どもとしては警察へ通報すると同時に、事故報告等、警察への届けをいた

しております。また警察には頻繁な警戒等の要請もいたしております。 

なお、学校におきましては保護者への事故発生の周知をいたしますとと

もに、学校支援の組織などへ、あるいは地域の方々へ事故についての周知

とともに、何らかの情報を得た場合については学校への御連絡をいただく

べく、協力の要請などもいたしているところでございます。なお市民会館

の事故では、発生後間もなくその加害行為を行なったと思われる人物の身

柄が拘束されたと聞いてございます。 

続きまして学校教育関係では、第二中学校野球部の南関東大会出場がご

ざいます。先日の市長との意見交換会の折に、第二中学校野球部の生徒た

ちが多摩地域の野球大会優勝と南関東大会出場の報告に来てくれたとこ

ろでございました。今日から南関東大会でございます。平成22年８月20

日、平成22年８月21日と南関東大会が開かれることでございまして、今

朝、生徒たちは元気に出かけているとのことでございます。当日の生徒た

ちの報告の際には、委員各位からねぎらいの言葉とともに激励もいただき

ました。生徒たちにとりましてもさぞかし大きな力になったのかと存じま

す。誠にありがとうございました。 

今年は第一中学校の野球部も大変活躍ぶりをみせておりまして、先の大

会におきましては多摩地域各地区の予選を通過した 56 校によって優勝争
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いがされたわけでありますけれども、試合が進みましてベスト８に、福生

市から出場の第一中学校、第二中学校の２校が勝ち残ったとのことであり

ます。そして準々決勝で第一中学校、第二中学校の両校が対戦するといっ

た、くじ運としては不運ではありましたが、結局勝ち残った第二中学校が

優勝となったところでございました。この大会におけます福生市のチーム

の優勝は 28 年ぶりでございますが、生徒たちの活動の朗報がもたらされ

ることにつきまして、生徒ともども大きな喜びを感ずるところでございま

す。健闘をたたえたいと存ずるものであります。 

続きまして２学期の始業の件でございますが、平成22年８月26日から

小・中学校の２学期が始業となります。間もなく夏の休業も終わりでござ

いますが、今年はこの夏季休業の開始が、カレンダー上の都合もございま

したが、幾分早めに始まっているところでございます。このことは新学習

指導要領の移行措置に伴います年間の授業時数の確保の関係もあったこ

とでございまして、例年より早めに２学期の始業となるものでございます。

また、小学校・中学校が同時に始業になります。 

続きまして社会教育関係でございますが、昨日海外派遣生の帰国報告会

が持たれております。平成 22 年度の事業につきましては無事終了しまし

て、この報告会が持たれたわけでございますが、昨日は委員長にも御出席

をいただきまして慰労の御挨拶をいただきました。大変ありがとうござい

ました。この件については後程担当からも御報告を申し上げます。 

市の動向につきましてでございます。１点は、今後の予定でございます

が、平成 22 年８月 22日に第 68 回国民体育大会福生市実行委員会を発足

させようとなっております。平成 25 年の国体に向けまして、市と市民と

を挙げての大規模なスポーツ競技会となるわけでございますが、まちづく

りの大きなうねりとするとともに、福生というまちの周知・宣伝としても

よろしく御指導、御支援をいただきたいと存ずるものでございます。委員

各位にもまた御出席をいただくことになりますが、よろしくお願い申し上

げます。 

次に、平成22年８月29日に総合防災訓練が予定されております。大規

模災害に備えました、これも市を挙げての防災訓練でございます。 

次に諸会議等でございますが、都市教育長会が平成22年８月11日に開

催されておりますが、案件中特に御報告する事案はございません。 

二つ目に交通安全対策協議会が平成22年８月17日に開かれております。

秋の交通安全運動につきまして協議をされたところでございます。平成
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22年９月21日から平成22年９月30日の間が福生市におけます秋の交通

安全運動の期間として決定をされ、期間中の目標や重点項目等々について

の議論がされたところでございました。 

以上、本日の報告とさせていただきます。 

委 員 長  教育長からの報告は終りました。 

質問がありましたらお願いいたします。 

平 野 委 員  学校のガラスが破損されるといった、残念な事件と言いますか、事故が

起きるわけですけれども、確か防犯カメラ等があったと思います。夏休み

や夜間は、防犯カメラは作動しているのでしょうか。 

庶 務 課 長  防犯カメラにつきましては、作動はしております。ただ、報告にござい

ましたように、第一中学校は職員室、昇降口、木工室が割られておるので

すけれども、防犯カメラ上には映っておりませんでした。 

平 野 委 員  わかりました。 

委 員 長  他にありますか。差し支えなければ、市民会館の件の犯人とおぼしき者

の年齢層等教えていただけますか。 

教 育 長  まだ容疑の段階でありますので、若干差し支えがあります。 

委 員 長  わかりました。 

よろしいでしょうか。それでは、教育長報告を終わります。 

次に、日程第３、議案第47号、平成22年度福生市一般会計補正予算（第

１号）の原案中教育に関する部分に対する意見聴取についてを議題といた

します。庶務課長より内容説明をお願いいたします。 

庶 務 課 長  それでは議案第47号、平成22年度福生市一般会計補正予算（第１号）

の原案中教育に関する部分に対する意見聴取について、その提案理由並び

に内容について御説明をさせていただきます。 

まず提案理由でございますが、こちらは教育委員会の意見聴取について

の写しでございます。ここにありますように、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第 29 条の規定に基づき、市長から教育委員会に対して意

見を求められましたので、本議案を提出するものでございます。 

次に、補正予算書の写しでございます。では補正予算の内容について御

説明をさせていただきます。第１条を御覧いただきたいと思います。ここ

にありますように、「歳入・歳出予算の総額に歳入・歳出それぞれ３億

2,584万 9,000円を追加し、歳入・歳出予算の総額をそれぞれ216億6,084

万 9,000円と定める」とありますように、今回の補正につきましては当初

予算額、当初予算額につきましてはここには記載はございませんが213億
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3,500万円に、歳入・歳出それぞれ３億2,584万 9,000円を追加して、総

額を216億 6,084万 9,000円といたそうとするものでございます。 

それではその内容につきまして御説明をさせていただきます。中段でご

ざいます第 14 款国庫支出金、第２項国庫補助金、第５目の教育費国庫補

助金でございますが、この行の右側を御覧いただきたいと思います。説明

欄３の第四小学校校庭改良事業補助金でございますが、561万 7,000円を

減額してございます。この補助金につきましては、今年度第四小学校で校

庭改良事業を行なっておりますが、それに対する文部科学省からの補助金

でございます。減額の理由でございますが、国の補助要件を満たせなくな

ったことによるものでございます。この補助要件といたしますと、補助対

象事業費が1,000万以上となっておりますが、後程その内容を御説明いた

しますが、東京都環境局からの補助金をここで受けられることになったこ

とによりまして、補助対象事業費が1,000万円を割り込んだためでござい

ます。具体的に申しますと、第四小学校の工事費につきましては1,500万

円ほどでございますが、そのうち校庭の芝生化に伴う工事費が700万円強

でございます。この700万円強につきましては、環境局から補助を受ける

ための補助事業費となることから、国の補助対象事業費といたしますと、

残りの800万円となってしまいますので、要件を満たさなくなったもので

ございます。 

説明欄３、公立学校運動場芝生化事業補助金792万 1,000円でございま

す。これがただいま御説明をいたしました東京都環境局からの校庭芝生化

に伴う補助金でございます。補助金の内訳でございますが、今年度第四小

学校では校庭改良事業の中で一部芝生化を行ないますので、それに対する

補助額が711万 7,000円。またもう一つ、第二小学校では今年度、校庭改

良に向けた自主設計を行なっておりますので、それに対する補助額が 80

万 4,000円となっております。補助率につきましては10分の10でござい

ます。 

次に説明欄８、スポーツ教育推進校事業委託金 50 万円でございます。

こちらは東京都からの委託金でございますが、東京都教育委員会では学習

指導要領の改訂の趣旨を踏まえ、児童・生徒の健康増進や体力向上を図る

ことなどができるよう、平成 20 年度から学校として積極的な取組を行う

スポーツ教育推進校を指定しております。今回福生第一中学校が指定校に

認定されたため、委託金 50 万円をいただけることになったものでござい

ます。こちらにつきましても補助率は10分の10でございます。なお、第
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一中学校が行なう内容といたしますと、ソフトボールの宇津木元日本代表

監督をお招きし、来年３月 10 日に生徒と保護者を対象に講演会を実施い

たします。また体育授業の内容を充実させるため、新たに体育指導補助員

を配置する予定とも聞いてございます。 

恐れ入ります、左側を御覧いただきまして、上から２項目目、第 17 款

寄附金、第１項寄附金、第１目まちづくり寄附金でございます。同じくこ

の行右側の説明欄を御覧いただきたいと思いますが、説明欄３の教育寄附

金７万9,000円でございます。こちらは当初予算で科目存置といたしまし

て1,000円を予算計上しておりますので７万9,000円の補正額でございま

すが、実際は市内の篤行者の方から教育の充実に関する事業に充ててほし

いとのことで８万円の寄付をいただいたものでございます。 

続きまして、歳出でございますが、先程御説明をさせていただきました

スポーツ教育推進校事業の講師謝礼50万円でございます。 

最後に、小学校費の学校整備費でございますが、財源振替を行なってご

ざいます。補正額の財源内訳欄を御覧いただきたいと思います。まず国庫

支出金561万 7,000円の減は、先程御説明いたしました文部科学省からの

補助金の減でございます。また都支出金592万 1,000円の増でございます

が、先程歳入のところでは都の補助金792万 1,000円の増と御説明をさせ

ていただいておりますので、200万円ほどの差がございます。この違いで

ございますが、当初第四小学校の校庭改良事業の財源といたしましては、

東京都の市町村総合交付金を 1,000 万円充当する予定にしておりました

が、今回の補正では充当額を800万円にいたしましたので、200万円減と

なっております。そこでこの200万円と712万1,000円の増と相殺いたし

まして、ここにありますように都支出金592万1,000円の増となったもの

でございます。 

なお、歳入で市町村総合交付金の補正はございませんが、これは校庭改

良事業に対する充当額を200万円減しておりますが、この200万円は別の

事業、市道改良事業でございますが、そちらに充当をいたしましたので、

市町村総合交付金の補正はございません。 

以上議案第47号、平成22年度福生市一般会計補正予算（第１号）の原

案中教育に関する部分に対する意見聴取についての御説明とさせていた

だきます。以上でございます。 

委 員 長  内容説明は終わりました。質疑がありましたらお願いいたします。 

加 藤 委 員  私立幼稚園就園奨励特別補助金は、具体的にどのようになっているのか
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教えていただきたいと思ったのですが。 

委 員 長  都支出金の総務管理費補助金ですね。 

教 育 長  これは教育委員会所管ではなくて、子ども家庭部が所管をしている補助

金でございます。私立幼稚園に通わせている保護者に、その保育料の一部

を補助する制度があります。これは国の財源で行なうものですが、その補

助金について今回若干増えているようであります。全体的にはかなり大き

な額であるわけですが、相当な年数こういった制度として確立をされてい

るものであります。 

委 員 長  都補助金の部分ですね。 

教 育 長  はい、財源は国でございます。 

委 員 長  直接教育委員会に関するものではないようでございます。 

よろしいでしょうか。ほかにございますか。 

ないようでしたら質疑を終ります。 

お諮りいたします。議案第 47 号は原案のとおり同意することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

委 員 長  御異議なしと認めます。よって議案第 47 号は原案のとおり同意するこ

とといたします。 

次に、日程第４、議案第48号、平成21年度福生市教育委員会の権限に

属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書（案）についてを

議題といたします。庶務課長より内容説明をお願いいたします。 

庶 務 課 長  それでは議案第48号、平成21年度福生市教育委員会の権限に属する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書（案）について、御説明を

させていただきます。本日、点検・評価報告書（案）を御配付させていた

だいてございます。 

まず、本議案の提案理由でございますが、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律の規定によりまして、教育委員会の事務の管理及び執行の状

況について、点検・評価をし、報告書を作成、公表することとなっており

ますので、本報告書（案）について御審議いただきまして、決定いただく

必要があることによるものでございます。 

この教育委員会点検・評価につきましては、６月の教育委員会協議会で

御説明を申し上げておりますが、昨年度から外部の有識者からの評価をい

ただくことといたしまして、金藤ふゆ子氏、辻野具成氏のお二人を委嘱し、

平成 22年７月５日と平成 22 年７月 12 日の２回にわたりまして、お二人
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に来庁いただきまして点検・評価を実施いたしたところでございます。 

お手元の報告書、こちらにつきましては各担当課からの自己評価をまと

めたものに外部評価者の意見を掲載し、報告書（案）としてございます。

この中で42ページから44ページが外部評価者の意見となってございます。

お二人の総評ではかなり高い評価をいただいているのかと感じておりま

すが、ただ、指摘事項もございますので、今後どのように反映していくか

などにつきまして、現在各課で検討を行なっておるところでございますが、

できる限り御意見を反映してまいりたいと考えております。 

なお、昨年は12月議会に提出しておりますが、今年度につきましては、

９月議会の初日でございます８月 31 日に議会に提出する予定にしており

ます。 

説明は以上でございますが、御審議いただき、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。以上でございます。 

委 員 長  内容説明は終りました。質疑がありましたらお願いいたします。 

これは９月議会にて公表なさるものですね。よろしいですか。 

平 野 委 員  今、先生方の講評をしっかりと読ませていただいてもよろしいでしょう

か。 

委 員 長  有識者の評価そのものを変えることはありえないことですので、あくま

でもこういった評価をいただいたとの段階です。それに対しての詳論につ

いては、先程報告にありましたように、各課にて行うことになります。ま

た我々教育委員も協議会等々で、さらにこれを生かす意味で、議論できま

す。そういった方向がありますので、現段階ではあくまでも自己評価書と

それに基づく有識者の評価をいただいたとお認めいただければと思いま

す。今後の展開についての方がより大切なことでありますので、その点に

ついては私どももしっかりと、事務局と協働してやっていきたいと思いま

す。よろしいでしょうか。 

他に質疑はございませんか。 

        ないようでしたら、質疑を終わります。 

        お諮りいたします。議案第 48 号は原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

委 員 長  御異議なしと認めます。よって議案第 48 号は原案のとおり可決するこ

とといたします。 

次に、その他報告事項について説明願います。 
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まず、平成 22 年度福生市青少年海外派遣事業報告について、生涯学習

推進課長より報告願います。 

生涯学習推進課長  それでは、その他報告事項１、平成 22 年度福生市青少年海外派遣事業

について報告をいたします。今年度の海外派遣事業におけます海外現地研

修につきましては、平成 22 年７月 21 日から平成 22年８月３日の間、中

学生12名をアメリカ合衆国ワシントン州シアトル市に派遣し、12泊のホ

ームステイを含む14日間の日程で実施をいたしました。 

平成 22 年度福生市青少年海外派遣事業海外（現地）研修実施報告のと

おり、予定しておりました全過程を終了し、派遣生全員健康な状態で帰国

することができました。なお派遣先の研修、活動の状況を即日ホームペー

ジに掲載してお知らせをしておりますが、今年度より各日の研修状況を研

修生が分担して日記として書いたものを掲載し、報告をいたしました。そ

の写しを資料としまして提出をさせていただきました。御参照をお願いい

たします。 

以上で報告とさせていただきます。 

委 員 長  よろしいでしょうか。教育長報告にもあったかと思いますが、大変元気

に帰ってきたようでした。 

では続いて、福生ふれあいフェスティバル開催に伴う、中央体育館の臨

時休館について、スポーツ振興課長より報告願います。 

スポーツ振興課長  それでは報告事項の２、福生ふれあいフェスティバル開催に伴う中央体

育館の臨時休館について御報告いたします。 

今年度の福生ふれあいフェスティバルは福生野球場が工事中のため、中

央体育館とその周辺で開催されることになりました。このことに伴いまし

て中央体育館を、平成 22 年 10 月 29 日金曜日午後１時から、平成 22 年

10月31日日曜日終日、臨時休館といたします。周知につきましては広報、

ホームページ、主な施設においてのお知らせの掲示等で対応してまいりま

す。説明は以上でございます。 

委 員 長  わかりました。 

次に、市民会館立体駐車場利用状況調査委託の報告について、公民館長

より報告願います。 

公 民 館 長  それではその他報告事項３、市民会館立体駐車場利用状況調査委託の報

告について説明いたします。 

１、委託概要の説明をいたします。市民会館立体駐車場における利用状

況集計及び利用者動向の分析を行ないまして、有料化について検討するた
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め、利用状況調査を平成 21 年度に実施いたしました。東京都緊急雇用創

出事業補助金100％の充当でございます。 

履行場所は市民会館立体駐車場１階と２階、ルーフ、平置、併せまして

合計194台分の利用スペースでございます。調査期間は平成21年８月26

日から平成 22 年２月 25 日までの 119 日間。次に調査方法でございます。

利用施設の聞き取り調査でございまして、シルバー人材センター職員の出

口での調査でございます。９時から 22 時までの１時間ごとに集計・記録

いたしました。開館時間 13 時間でございます。立体駐車場の利用状況調

査委託料は346万 5,000円。成果物といたしまして①の調査報告書、②の

検討提案書がございます。委託会社は、株式会社フィールドテクノシステ

ムでございます。 

それでは２の調査結果でございます。施設別の利用台数でございますが、

下の表を御覧いただきたいと思います。一段目は施設の項目でございまし

て、市民会館、公民館、さくら会館、茶室福庵、その他になっております。

右側に合計欄、それからその他を除く４つの市施設の合計がございます。

それから、２段目は調査期間119日間の利用台数の合計でございます。３

段目は割合でございます。４段目は１日平均でございます。合計欄のとこ

ろを御参照いただきたいと思いますが、127台になっております。１日127

台がこの調査の基本の数値となっております。その他の欄でございますが、

現在の利用状況をみますと、夜間の不正利用がほとんどございません。こ

のようなことからも近隣にございます図書館とか野球場、第三小学校、第

一中学校関係の利用者も多く含まれるものと想定されます。 

次に（２）利用実態調査結果のまとめでございます。ポイントは３点ご

ざいまして、１点目は先程の１日の利用台数127台でございます。２点目

は平均駐車時間でございますが、午前、午後、夜間の時間帯ごとに４時間

前後と比較的長い利用になっております。三つ目のポイントでございます

が、午前、午後、夜間で車両の入れ替わりが発生しております。 

次に３の駐車場の有料化についての説明でございます。実態調査の分析

結果から想定される最大の料金収入が得られるケースとしまして、１時間

200円。ただし市施設利用者４時間、その他の利用者１時間無料というこ

とをもとにしまして、それをもとに費用を比較しますと採算性が見込めな

いと考えられます。内訳につきましては、収支のシミュレーションの中で

説明させていただきます。 

恐れ入ります、裏面の４、収支のシミュレーションの説明をいたします。
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最初に（１）の「料金収入」。こちらは 11 のケース別料金収入を比較し

ております。24時間年中無休営業で試算しております。表の下の米印を、

恐れ入りますが御覧いただきたいと思います。市施設利用者の台数が月

2,844 台。これを開館日数 26 で割りますと１日 109 台の利用でございま

す。一般利用者の台数が月 523 台、月 30 日の概算で割りますと、１日の

利用台数が 18 台。合計 127 台との利用台数でこの表が作成されておりま

す。この表はポアソン分布という統計の係数を用いて算出しております。 

この表の見方でございます。ケース１の欄を御覧いただきたいと思いま

す。ケース１、利用者区分のところが二つございまして、上段の「市施設

利用者」、これは四つの市施設利用者でございます。料金設定が無料とな

っておりますので収入はございません。下段の「一般利用者」、料金設定

が１時間100円といった設定で、割引時間が１時間まで無料との設定でご

ざいます。そうしますと１ヵ月間の平均収入が６万500円、年間平均収入

が72万6,000円。 

同じように６のケースを御覧いただきたいと思います。このケースが最

も多い収入となっております。ケース６上段「市施設利用者」、１時間当

たり200円、４時間まで無料。下段「一般利用者」、１時間あたり200円、

１時間まで無料。こちら合計しますと１ヵ月の平均収入が49万8,000円、

年間平均収入が597万6,000円でございます。 

それでは、恐れ入ります、（２）の「維持管理と経費」を御覧いただき

たいと思います。駐車場機器の耐用年数は６年としまして、現況での電気

代・巡回管理・清掃費用・維持修繕費は除きまして、次の １）から、恐

れ入ります、３ページの ２）の説明をさせていただきます。概算による

算出でございます。 

１）は市直営で駐車場機器を購入した場合でございまして、年間755万

円、初年度は1,949万円かかります。以下その説明でございます。 

２）、３ページ目の ２）の、市直営で駐車場機器をリース購入した場

合、年間997万円、初年度1,117万円。説明は以下のとおりでございます。 

次に採算性についてでございます。駐車場料金収入は最大で年間598万

円。この数値は前ページのシミュレーションからの最大の数値でございま

す。こちらと費用との比較でございます。 

１、直接経営で駐車場機器を購入した場合。こちらは初年度の機器購

入・改修費用が1,194万円、及び年間維持管理費が755万円の合計金額は

６年間で 5,724 万円となりまして、年間平均支出は 954 万円となります。
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このため採算はとれないとの報告でございます。 

２、駐車場機器をリースとした場合。こちらは工事費を除きまして年間

997万円の支出となるため、こちらも採算はとれないとの報告でございま

す。 

３、行政財産貸付制度を利用した委託の場合。これは一般のパーキング

に委託した場合の算出でございます。委託先の駐車場事業者が現駐車場を

一括借り上げしまして、事業者が改修工事及び維持管理を行なう場合でご

ざいます。こちらの概算の支出金額は、委託業者がパーキング業者の協力

をもとに算出しましたところ、器材損料で年間約387万円、それから維持

管理費用で年間約155万円の合計542万円と見込まれまして、さらに導入

年度には機器設置費・調整費120万円、その他もまた管理費用がかかりま

して利益の採算がとれないとの報告をいただきました。 

以上の調査結果によりまして、担当課としまして市民会館立体駐車場の

有料化の採算性は難しいものと考えられます。以上でございます。 

委 員 長  よろしいでしょうか。後は行政の方で様々御判断いただきたいと思いま

す。 

  ほかに報告はありませんか。 

委員の皆さんからは何かありませんか。 

ないようですので、その他報告事項の説明を終わります。 

以上で、本日の日程は全て終了しました。 

これをもちまして平成 22 年第８回福生市教育委員会定例会を終了いた

します。 

ありがとうございました。 

午前10時 44分 閉会 




